（請願書書式）
　投票率の向上に関する請願書
紹介議員 
請願の趣旨
１　民主主義を守るため、投票率向上に向けた取組や主権者教育を進める政策を実行すること。
請願の理由

現在国内ではご周知のとおり、選挙の種別を問わず投票率が低下傾向にある。昨年、埼玉県では全県民の暮らしに関係する知事選挙でも投票率が23％台に留まり、国民の選挙に対する関心の低下は最早無視できない状況である。最近では10月27日の衆院選挙の投票率も53.85％という低い投票率で前回よりも2.08％も下がった。この原因は何か？色々な原因があると思うが一番は政治不信だと思っている。そのことにより棄権された方も多いのではとの論評もある。
このまま投票率が下がれば、国民の声が反映されない政治が続き、益々政治不信を加速させるばかりか、民主主義の衰退にも関わる重大な危機と言える。
そこで、民主主義の根幹を守るためにも、先ずは投票率向上に向けて一層の取り組みを進めるべきであると考え本請願書を提出するに至った。
京都府でも選挙管理委員会による様々な取り組みが試行されているが、全国的にも投票率を上げるまでには至っていない。そのための有効な手立てはないと思っているが、色々な取り組みは必要だと考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一つの例ですが「投票済証明書」は「投票に行きました」という証明を示すことで使用されていたが、
反対に投票済証を活用するというのはどうか。
証明書の裏面に啓発を促すメッセージを印刷する事で、安い費用て効果が期待できて費用対効果も優れていると考える。現に、２月の京都市長選では西京区選挙管理委員会発案のオリジナル投票済証が発行され、新聞報道もされるなどで市民の間では大きな反響を生んだ。（別紙資料あり）
もちろん、その他にも京都らしく神社・仏閣などを活用するのも一案かと考えるし、小学校で「選挙にいこう」という題で絵をかいてもらい裏面に印刷をする事も面白いのではないか。　　　　　　　　　
本当に些細な事であるがこの些細な事が積もって大きくなって行くのだと考える。

主権者教育も今後の投票率アップに向けて小学校から授業の一環として始める事が重要だと考える。
議会として何もせず投票率向上を諦めるのか、少しでも投票率を上げるために行使可能な手段を検討するのか、どちらが府民、ひいては国民にとって最良の選択かをご考慮いただき、民主主義を守るため、投票率向上に向けた取組や主権者教育を進める政策を実行することを求める。
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